
 

 

 

 

第４次武蔵野市民地域福祉活動計画 

ステップ１ 振り返り報告書 
 

～ 応援メッセージ ～ 

 

＜令和元年度～令和２年度分＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次武蔵野市民地域福祉活動計画推進委員会 

 

令和３年 12月 

 

 



1 

 

 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

 

１ はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

２ 計画の振り返りの考え方・・・・・・・・・・・・・２ 

 

３ 振り返りの対象と手順・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

４ ステップ１の総括・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

５ 参考資料（ステップ１ 振り返りシート）・・・・・４ 

 

６ 委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

 

 

 

  



2 

 １ はじめに                               

  この報告書は、第４次武蔵野市民地域福祉活動計画（以下、「第４次活動計画」とい

う。）の 94 頁に記載さている「計画の推進と振り返り」を行うために、第４次武蔵野市民

地域福祉活動計画推進委員会（以下、「推進委員会」という。）を設置し、計画の取り組

み状況を定期的に確認し、振り返りを行った内容をご報告するものです。 

  今回の報告書は、計画初年度である令和元年度から令和２年度までの２年間の取り組み

状況の振り返りとしています。この報告書が地域活動当事者や関係する皆様の地域福祉活

動推進の一助となれば幸いです。 

また、令和２年１月にＷＨＯが新型コロナウィルスを確認してから、緊急事態宣言等を

受け、外出自粛によるコミュニケーションの減少等により、これまで対面を中心に行われ

てきた数々の地域活動が大きな打撃を受けました。その反面、ＳＮＳの利用促進やオンラ

インによる会議や動画配信等の新たな取り組みは既存の課題解決を加速する側面もありま

した。これらのコロナ禍における新たな取り組みは、課題を解決するだけではなく、これ

からの未来社会に向けて、新たな仕組みを創り出すことになりました。 

 

 ２ 計画の振り返りの考え方                        

○ 本推進委員会の目的は、「武蔵野市の地域福祉活動を推進すること」にあります。し

たがって、単に目標の達成ではなく、地域の福祉活動及び地域の活性化が大切であると

考えます。 

○ そこで、振り返りもこの目標を達成する一つのツールと考え、評価手法や評価技術よ

りも地域の活性化につながることに重きを置いています。 

○ また、この振り返りを継続し積み重ねていくことによって、事業の対象地域の状況や

事業進展の時系列変化が「見える化」できると判断しています。その変化の状況や背景

をさらに分析していくことで、今後のステップアップを考える材料の一つとしていくこ

とも重要な「ねらい」となります。 

○ 地域の活性化は、地域活動当事者や関係者の活力や自信が重要であり、この振り返り

が皆様にとっての活力・自信につながる応援メッセージとなることを目指しています。 

 

 ３ 振り返りの対象と手順                         

 ○ この振り返りは、第４次活動計画第４章「全地域で６年間に取り組むこと」を対象と

しています。この第４章のうちの「基本目標」については、２年間を１ステップとして

進捗状況を確認し振り返りを行っていきます。また、第４章のうちの「重点的取り組み」

については、本推進委員会において取り組み状況や内容を事務局と共有化しつつ意見交

換を行いますが、総合的な進捗状況の確認と振り返りは、本計画期間である６年間を踏

まえながら、次期計画の改定時期を目途に行っていきます。 

 ○ また、第３章「身近な地域で６年間に取り組むこと（地域社協別地域福祉活動計画）」

については、第４次活動計画の 94 頁に「住民のみなさんが各地域の実情に応じて自主的

に策定したものであることから、推進委員会による振り返りの対象とはせず、各地域に

おいて定期的に振り返りや見直しが行われることを想定しています。」と記載されてい

ることから、各地域で振り返りや見直しを行っていただき、推進委員会による振り返り

は行わないこととしました。 
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 ４ ステップ１の総括                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 本計画のステップ１の実施状況を見ると、様々な議論を積み重ね、そして認

識を深め共有化することが進んでいることが見えます。 

 

★ これは、今後、地域福祉活動が発展していくための第一歩として大切なこと

であり、これが進んでいることは今後に期待が持てます。 

◎ あまり効果（結果）に目を奪われず、「数多く実践する気持ち」で進めていきまし

ょう。 

◎ 「どんな小さなことでも行動につなげる流れ」を生み出すことを意識すると、話し

合いも高まっていくと思います。 

行動につなげる流れ 

広報のさらなる活用 

資産（つながりや知恵や経験）をさらに活かす 

◎ 掲示板はよく見られていますので、内容をしっかり作り、上手に活用していきま

しょう。 

◎ 「情報をどのように表現し伝えるか」を検討することも重要ですが、加えて「日頃

どのようなツールから情報を入手しているか」という受け取り側のニーズを押さえ

ることも忘れてはならないことが大事です。 

◎ 持っている資産（つながりや知恵や経験）を、総合的・有機的に活用していくこと

が、目標達成へのスピードアップ、効率化、質的改善につながっていきます。 

◎ 既存の「つながり」をどのように活用し、発展させていくかという視点が大切で

す。「これはつながらないだろう」というものを、「敢えてつないでみる」という発想

の転換が鍵です。 

◎ 新しい力や協力を得るためには、「新しいやり方や考え方を取り入れながら、関

心のある人を活かしていく」という発想が大切です。 

推進委員会からの応援メッセージ 



５　第４次武蔵野市民地域福祉活動計画　ステップ１　振り返りシート
基本理念　「みんなが主役　ささえあいのまちづくりをめざして」
基本目標１　地域をささえる人づくり

取り組み
６年間の取り組

み
想定される
実施主体 ステップ１ 目標の達成状況や事業の実施状況の振り返り

評価
(4･3･2･1)

評価理由、課題事項、今後の進め方等
推進委員会からの応援メッセージ（目標達成状況や今後の事
業実施に向けたアドバイス等）

①　チラシ・広
報紙などの内容
を改善しましょ
う

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

誰が見ても「わ
かりやすい表
現」で記載しま
す

・地域社協等のボランティア団体では、これまで
の小さい文字で読みにくかった広報紙を文字のサ
イズを大きくすることにした団体があるなど、わ
かりやすい表現を意識して広報紙等の作成に取り
組んでいる団体が多くある。
・市民社協では、広報紙「ふれあい」を市民によ
り身近な広報紙にするための検討を行い、広報紙
の企画から校正まで関わる広報委員を新たに公募
した。

4

【　評価理由　】
・多くの団体がわかりやすい表現で工夫した広報
を作成しており、団体によっては、大きさや紙面
を工夫しているところもあるため。
・広報紙「ふれあい」の内容や発行体制を含めた
大幅なリニューアルに着手したため。
【　今後の進め方　】
・広報誌「ふれあい」は、令和３年４月号から新
広報委員による広報紙づくりを行い、企画や表現
の内容なども検討を進めていく。

○　令和３年度から広報紙「ふれあい」が新しくなり、とても読
みやすくなりました。
○　「ふれあい」の新広報委員の知識や経験等を、地域社協の
ニュース編集の向上につなげられると良いと思います。
○　紙面の都合上「ふれあい」に掲載できなかった記事は、ＳＮ
Ｓ（Facebook、Twitter、YouTube、TikTok）での広報に再利用す
ることも有効だと思います。

②　対象を明確
にした情報提供
を行いましょう

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

情報を届けたい
人を想定した広
報手段を検討し
ます

・地域社協では、令和元年度に代表者連絡会の中
で、地域社協の広報手段について検討を行った。
・市民社協では広報媒体毎に想定される主なター
ゲットを設定した。これまで情報発信の中核で
あった広報紙を読む機会が少ないと思われる若年
層に向け、ホームページの情報をできるだけ最新
のものとできるよう、更新頻度を定期更新から随
時更新に変更している。また、ＳＮＳ
（Facebook・Twitter）による情報発信・更新の
頻度を更に増やしている。

3

【　評価理由　】
・地域社協については、代表者連絡会での検討の
結果、紙媒体と並行してＷＥＢ媒体に取り組むこ
とになったが、対象を明確にする所までは至って
いないため。
・媒体毎に想定される主なターゲットを設定し、
多様な媒体でのタイムリーな情報提供を行う体制
に移行したため。
【　課題事項　】
・新聞購読世帯の減少によって広報紙配布の効果
が以前よりも少なくなってきている。
・ＳＮＳのフォロワーがまだ少なく、情報発信の
効果が少ない。
【　今後の進め方　】
・広報紙配布方法の検討を進めていく。
・ＳＮＳのフォロワーを増やせるよう、ＰＲを積
極的に進めていく。

○　若い人を含めて新聞を取っている人は少なくなってきていま
す。良いものを作っても読まれなければ勿体ないため、市報と一
緒に配布する等の様々な方法があると思いますので、より多くの
住民に届くような配布方法を早急に検討していくと良いと思いま
す。【（４）②　再掲】
○　掲示板は良く見られていますので、自宅前への掲示を呼び掛
けてみてはいかがでしょうか。【（５）③　再掲】
○　チラシを見ている人は物凄く細かく見ていますので内容が大
事です。魅力ある内容をどのように発信していくか検討していく
と良いと思います。【（５）③　再掲】
○　コロナの関係で新たに社協につながった方への情報提供の
フォローをすることで、新たなつながりが広まっていくと良いと
思います。
○　広報内容や広報媒体によって、対象とする読者を基本に置
き、情報を届けたい読者がどのような手段で情報を得たいと思っ
ているかを検討していくことで広報効果が期待できるのではない
でしょうか。新聞折込、全戸配布、掲示版、ＨＰ、ＳＮＳ等の
様々な広報手段が考えられます。

③　ＷＥＢ媒体
による情報提供
を行いましょう

ボランティア団体
市民社協
など

より多くの地域
団体やボラン
ティア団体にお
いてＷＥＢ媒体
での情報発信が
行われるよう検
討・働きかけを
行います

・市民社協の主催で、令和２年12月に地域社協運
営委員を対象とした「ボランティア団体のＳＮＳ
の取り組みについての実践例」を学ぶ研修会を
行った。（参加者33名）

4

【　評価理由　】
・地域社協運営委員を対象とする研修会の開催や
投稿のルールなどを市民社協で定めたことによ
り、最初は取り組みには抵抗感があった人（地
域）も、検討したり、ＷＥＢ媒体に関心をもつよ
うになったため。

○　ＳＮＳの研修会で学んだ後に「教える場を作る」ことによっ
て、仲間をさらに増やしていくことができるのではないでしょう
か。今の段階では、ＳＮＳの発信も大切ですが、ＳＮＳを見るこ
とができる人を増やしていくことが大切です。【（３）②　再
掲】

（１）地域の福
祉情報・ボラン
ティア情報を分
かりやすく発信
する

【 参考資料 】

4



基本目標１　地域をささえる人づくり

取り組み
６年間の取り組

み
想定される
実施主体 ステップ１ 目標の達成状況や事業の実施状況の振り返り

評価
(4･3･2･1)

評価理由、課題事項、今後の進め方等
推進委員会からの応援メッセージ（目標達成状況や今後の事
業実施に向けたアドバイス等）

①　地域活動や
ボランティア活
動に対する理解
を広め、様々な
形で地域に出会
うきっかけをつ
くりましょう

地域社協
ボランティア団体
など

地域団体やボラ
ンティア団体の
現在の活動を誰
が見てもわかり
やすいものに
なっているか振
り返り、可視化
します

・地域社協では、独自のパンフレットを作成した
地域社協が９地域（予定も含む）ある。その中で
地域社協の位置づけや市民社協との関係、活動内
容等を分かりやすく記載しているところもある。
・活動中のＰＲとしては、地域社協名の入ったベ
ストやポロシャツ等を着用したり、活動中に地域
社協名の掲載されたのぼり旗を設置するようにし
ている地域社協もある。

2

【　評価理由　】
・地域社協の事業計画（報告）、予算（決算）を
広報紙に掲載したり、パンフレットやベストの着
用などのＰＲに工夫している地域社協もあるが、
他団体との違いや団体そのものを分かりやすく伝
える部分に苦労している地域社協もあり、分かり
やすく可視化する所までは至っていないため。

○　各団体として、個別のパンフレットやユニフォームづくりな
ど、独自の工夫をされていて良いと思います。また、個別団体の
ＰＲとは別に、地域社協の活動目的を明確に発信できると住民の
理解が一層広がると思います。

②　子どもが地
域福祉に出会う
機会を増やしま
しょう

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

地域団体やボラ
ンティア団体の
行うイベント
（事業）および
小中学校におけ
る福祉学習事業
やこころのバリ
アフリー啓発事
業など学校で福
祉を学ぶ機会を
継続します

・市民社協では市内小中学校や事業所等の従業員
を対象とした福祉学習事業やこころのバリアフ
リー啓発事業をオンラインを含めて実施した。

3

【　評価理由　】
・コロナ禍で学習プログラム自体を実施できな
かった学校もあったが、一部の学校ではオンライ
ンによりプログラムを実施することができたた
め。

○　市民社協で取り組んでいる学校での福祉学習事業では、地域
社協の皆さんが参加し活動することで、地域社協と学校との関係
や子どもさんとの距離感の短縮につながるのではないでしょう
か。

（３）地域活動
の担い手を増や
す

①　「若い人」
の参加を望む地
域団体・ボラン
ティア団体は、
若い人の活動へ
の定着を目指し
ましょう

地域社協
ボランティア団体
など

「若い人」の定
義（年齢・年
代・属性など）
を明確にします

・地域社協については、令和２年度に各地域の年
代別人口の表を配布し、各地域社協で若い人の定
義を考える場を設けて話し合った。
その結果、年齢よりも「新しい人」の参加を望む
地域が多く、新しい人を探す方法を検討した地域
が多くなった。

4

【　評価理由　】
・各地域社協で求めている「若い人」の定義を話
し合うことができたため。
【今後の進め方】
・求めている人を話し合う中で意見の出た「転入
者」「私立の小中学校に子どもを通わせている
人」「ＰＴＡ役員の経験者」「他団体に所属して
いない人」などアプローチ方法を検討していく。

○　計画策定当初は「若い人」を想定していましたが、その後検
討した結果「新しい人」を求めていることが共有できたことは議
論が深まった証だと思います。これから先に向けては、「新しい
人」が「何に関心があって」「何を求めているのか」を探ってい
くと良いと思います。

②　働いている
人が参加しやす
い活動方法を目
指しましょう

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

ＳＮＳ等でも活
動に関する情報
を取得しやすく
します

・市民社協ではＳＮＳでの情報発信を増やすとと
もに、ホームページの更新頻度を随時更新に変更
した。また、ＳＮＳの記事にホームページ等のリ
ンクを張ることで、内容の詳細を確認できるよう
にしている。
・また、地域社協はＳＮＳ媒体への取り組みや若
い人の参加について検討した。その際に、オンラ
インでの参加や会議を休日に設定するなどのアイ
デアが出た。実際に役員会を土曜日に開催するこ
とに変更した地域社協もある。

3

【　評価理由　】
・更新頻度を上げたことと、様々な媒体の情報が
連動するしくみが出来たため。
・ＳＮＳ媒体を進めることで、好きな時間に地域
社協の情報を入手しやすい環境は整ったが、働い
ている人が参加しやすい取り組みにまでは至って
いない。
【　課題事項　】
・ＳＮＳ自体の認知度を上げる必要がある。
【　今後の進め方　】
・ＳＮＳのフォロワーを増やす。

○　「どのように情報提供するか」を検討することも重要です
が、「どうやって入手したいと思っているか」という受け取り側
のニーズを押さえることが大切です。
○　「YouTube」「LINE」「LINEのプッシュ型」の他に「若い人」
向けに「TikTok」等を活用し、「全方位型」と「集中型」を、用
途に応じて組み合わせて使ってみると効果的です。【（５）③
再掲】
○　地域社協でTwitterに触れた方が確実に増えていますので、そ
こで学んだことを教える場があれば確実に仲間を増やせるのでは
ないでしょうか。発信となるとなかなかハードルが高いかもしれ
ませんが、とにかくＳＮＳ等を見ることができる人を増やすこと
で情報伝達のスピードが変わるのではないでしょうか。【（１）
③　再掲】

（２）より多く
の人が地域の福
祉に関心を持つ
機会を増やす

5



基本目標１　地域をささえる人づくり

取り組み
６年間の取り組

み
想定される
実施主体 ステップ１ 目標の達成状況や事業の実施状況の振り返り

評価
(4･3･2･1)

評価理由、課題事項、今後の進め方等
推進委員会からの応援メッセージ（目標達成状況や今後の事
業実施に向けたアドバイス等）

（３）地域活動
の担い手を増や
す

③　担い手を増
やすために、こ
れまでの活動内
容や活動方法を
見直しましょう

地域社協
ボランティア団体
など

参加してほしい
対象者に関する
共通認識をもち
ます

・令和２年度は、地域社協全体で若年層の参加に
ついて検討した。その際に各地域社協内で、どの
ような人に参加してほしいか話し合った。その中
で、「転入者」「私立の小中学校に子どもを通わ
せている人」「ＰＴＡ役員の経験者」「他団体に
所属していない人」などの意見が出た地域があ
り、実際に転入者向けに地域社協のリーフレット
を配布することにした地域社協もある。

4

【　評価理由　】
・各地域社協で話し合いの場を設けることができ
たため。

○　ご近所同士がお互いを知り、「何かあったら助け合いましょ
う」という身近な地域の丁目活動が大切だと思います。
○　参加して欲しい対象者についての議論が進んでいて良いと思
います。その対象者にピンポイントでアプローチしていくことは
難しいため、まず活動目的を明確にした広報を検討したり、子ど
もを対象としたイベントで親との接点をつかむ等、きっかけやタ
イミングを活かしていくことも大事なことだと思います。また、
子どもを対象としたイベント等に子どもたちが参加し何かしらの
経験をすることは、「将来の担い手の育成」として大事なことだ
と思います。
○　「ＰＴＡ」「青少協」「地域社協」の流れは、大事にしなけ
ればいけないモデルですが、地域社協ができた平成７年頃の状況
と今では状況が変化しているのも事実です。少し新しい考え方を
取り入れていくことは、新しい力や協力を得るためには必要なこ
とだと思います。
○　今の若い人は自身が抱える問題で忙しいため、関心があって
も参加できない人もいると思います。20年前の経済状況と異な
り、「働かなければいけない若い人が多い」「70歳代でも働く人
が増えている」と考えると、「地域で働く」ことを想定した形で
新しい力を活用できる仕掛けの検討も必要かと思います。
○　持っている資産（ＰＴＡや青少協等とのつながり）を大事に
しつつ、「柔軟に、かつ、プラス面を活かしてつなぐ」という発
想転換が必要だと思います。【（６）①　再掲】
○　既存の「つながり」「技術」等の有るものをしっかりと把握
し、それらをどのように活用し、発展させていくかという視点を
持って欲しい。「これはつながらないだろう」というものを、
「化学変化を起こして、敢えてつないでみる」という発想の転換
が鍵になると思います。【（６）①　再掲】

④　新しいグ
ループ・団体を
立ち上げ、活動
者を増やしま
しょう

ボランティア団体
市民社協
など

地域課題やその
解決方法など、
様々なテーマへ
の取り組みを学
ぶ場や機会を設
けます

・市民社協が地域福祉活動助成制度の見直しを行
い、スタート助成区分や定着助成区分など、活動
結成歴の浅い団体を対象とした助成制度に変更
し、新しい取り組みに挑戦しやすい環境を整え
た。
・また、市内には、団体立ち上げ前に地域課題に
関する講座（全３回）を開催し、テーマに関心を
もった人がその後、設立準備会のメンバーとな
り、団体を発足させることにつなげた団体もあ
る。その団体の相談対応等を市民社協が行い、関
心のある市民に団体を紹介している。

3

【　評価理由　】
・市民社協は、地域福祉活動助成事業の見直しや
子ども食堂等様々なテーマの学ぶ場の活動団体の
支援を行ったが、市民社協の事業としては実施し
ていないため。
【　今後の進め方　】
・新しい特定のテーマの団体を立ち上げるにあ
たって、仲間を集める部分の支援を市民社協で
行っていきたい。

○　今後のステップに向けて、団体同士がいつでも交流できる場
（ＳＮＳを含む）の設置を検討してみてはいかがでしょうか。
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基本目標２ 人がつながる地域づくり

取り組み
６年間の取り組

み
想定される
実施主体 ステップ１ 目標の達成状況や事業の実施状況の振り返り

評価
(4･3･2･1)

評価理由、課題事項、今後の進め方等
推進委員会からの応援メッセージ（目標達成状況や今後の事
業実施に向けたアドバイス等）

①　住民同士が
出会い、顔見知
りになれる機会
を増やしましょ
う

地域社協
コミュニティ協議
会
ボランティア団体
市民社協
など

「防災」や「防
犯」のような誰
もが関心を持つ
テーマにより、
これまで地域の
活動に参加した
ことのない住民
（転入者を含
む）が参加に繋
がった事例を集
約し、広報紙や
ＷＥＢなどで紹
介します

・地域社協の中には、15棟の開発分譲住宅への転
入者を対象とした「ご近所のつどい」を開催し、
防災の啓発を行い、その報告を広報紙に掲載した
地域社協もある。

3

【　評価理由　】
・近隣など小さな単位での防災の取り組みを工夫
し、広報している団体があったため。

○　地域社協が「地域の関心が高い防災啓発」を行っていること
はとても良いと思います。防災に関しては、「自主防災組織」と
のつながりを有効に活用し、地域活動として発展させていくこと
が大切だと思います。【（４）③　再掲】
○　身近な地域の居場所である「ひびのさんち」は、ある種の役
割を果たして閉じられましたが、この遺伝子をどうつないで、違
う形でどのように生み出していくかという発想を持てるかどうか
が大事です。
○　「発掘した方をいきなり地域社協につなぐ」のではなく、
「そこで育てていきながら連携していく」というイメージを大切
にして取り組んで欲しいと思います。「旧来のやり方に無理やり
引きつけていく」のではなく、「やりたい人をうまくどう育てて
サポートしていくか」という発想が大切です。

②　転入者に対
する地域活動の
情報提供のしく
みをつくりま
しょう

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

市内の地域活動
をわかりやすく
紹介する広報物
などの作成を行
います

・ボランティアセンター武蔵野（市民社協）で
は、ボランティアを始める人向けの「はじめての
ボランティア」リーフレットや、「武蔵野ボラン
ティアガイドブック」を作成し、公開している。

3

【　評価理由　】
・転入者に特化したものではないが、武蔵野市で
のボランティア活動に関する情報を集約した形で
発行しているため。
【　今後の進め方　】
・ボランティアだけではなく、地域活動の紹介を
含めた広報物の作成を検討する。

○　若い人を含めて新聞を取っている人は少なくなってきていま
す。良いものを作っても読まれなければ勿体ないため、市報と一
緒に配布する等の様々な方法があると思いますので、より多くの
対象者に届くような配布方法を早急に検討していくと良いと思い
ます。【（１）②　再掲】

③　集合住宅に
おけるコミュニ
ケーションの場
を増やしましょ
う

地域社協
集合住宅管理組合
市民社協
など

集合住宅の住民
組織との関係づ
くりを進めます

・地域社協によっては、マンションごとの防災組
織の立ち上げに取り組んでおり、近年、建設され
た新築マンションにも声をかけている地域社協も
ある。
・ＵＲは以前から市と市民社協と連携しており、
桜堤、緑町ともに、自治会やエリアの地域社協と
連携して事業を行っている。

2

【　評価理由　】
・積極的に取り組んでいる地域もあるが、十分で
はないところもあるため。

○　地域社協が、新築戸建て住宅の方へ「地域の関心の高い防災
啓発」を行っている事例があります。このように、「地域の関
心」に着目したり、地域の他団体とのつながりを有効に活用し展
開させていくことが大切だと思います。【（４）①　再掲】

（５）人と人と
がつながる
「場」をつくる

①　居場所の数
を増やしていき
ましょう

市民社協
など

居場所づくりを
始めたい人の相
談に乗ります

・市民社協は、居場所づくりを始めたい人の相談
に応じている（令和２年度相談件数：22件）。

4

【　評価理由　】
・市民社協が受ける相談の中には、明確に「居場
所」をやりたいという相談だけではなく、その方
の実施したいことを聞く中で明確になることがあ
り、丁寧に話を聞くことにしているため。

○　市民社協から地域住民に「居場所づくり」を持ちかけるな
ど、積極的にアタックしていくことも良いのではないでしょう
か。

②　居場所を運
営する担い手を
増やしていきま
しょう

市民社協
など

居場所の活動を
周知します

・市民社協のホームページ等では、居場所を実施
している団体の一覧表等は掲載している。また、
年１回居場所づくりを始めたい人の学習会、交流
会を開催している（令和元年度：参加者13人、令
和２年度はコロナウィルスの影響により中止）。 3

【　評価理由　】
・令和元年度は居場所づくり学習会のＰＲを行
い、参加者に活動の周知を行ったため。

○　令和２年度はコロナウィルスの影響により中止しています
が、今後のコロナウィルスの状況を踏まえながら、ぜひ居場所づ
くり学習会のＰＲを再開して欲しいと思います。

（４）「顔の見
える関係」をつ
くる
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基本目標２ 人がつながる地域づくり

取り組み
６年間の取り組

み
想定される
実施主体 ステップ１ 目標の達成状況や事業の実施状況の振り返り

評価
(4･3･2･1)

評価理由、課題事項、今後の進め方等
推進委員会からの応援メッセージ（目標達成状況や今後の事
業実施に向けたアドバイス等）

（５）人と人と
がつながる
「場」をつくる

③　同じ課題や
関心ごとをもつ
人同士がつなが
る「場」をつく
りましょう

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

現在の活動を多
くの人に知ら
せ、参加を希望
する方に紹介し
ます

・市内にある障害者団体や双子等を育てる家族の
会、転勤族の妻の会、日本語を母国語としない子
育て家庭を行う団体等、既存の団体の活動を市民
社協が把握し、必要な人からの相談があれば、紹
介できる状況になっている。
・ボランティアセンター武蔵野では、福祉施設で
ボランティアを受け入れるボランティアコーディ
ネーターを対象とした研修・懇談会を開催し、情
報提供とつながりの場を提供している。

4

【　評価理由　】
・市民社協で把握している団体が増えており、そ
の団体の情報を参加を希望する人に知らせてい
る。
・新しい取り組みではないが、ボランティア受け
入れ担当者同士のつながりの場として継続して実
施しているため。
【　課題事項　】
・参加施設（ボランティア受入施設）をさらに増
やしていく必要がある。
・コロナ禍ではオンライン開催を進めたいが、施
設によってオンラインへの対応状況が異なってい
る。
【　今後の進め方　】
・ボランティアセンター武蔵野運営委員会で企画
検討を行う。
・オンラインによる実施とオンライン化の支援が
必要な事業所へのサポートを進める。

○　「広報内容をしっかり作る」「紙面の広報媒体をしっかり活
用する」「掲示板は意外に見られている」等を参考に進んで欲し
いと思います。【（１）②　再掲】
○　「YouTube」「LINEのプッシュ型」「TikTok」等の様々な広報
手段を踏まえつつ、「全方位型」と「集中型」を用途に応じた組
み合わせを検討してはいかがでしょうか。【（３）②　再掲】
○　市からの受託事業である「ファシリテーター養成講座」を活
かして欲しいと思います。

①　個人・団体
同士の横のつな
がりをつくりま
しょう

地域社協
ボランティア団体
市民社協
など

個人や団体同士
の交流の場を検
討します

・令和元年度は居場所づくり学習会・交流会を開
催した（令和２年度は中止）
・ボランティアセンター武蔵野では、ボランティ
アイベント「ボラカフェ」を実施し、個人ボラン
ティア・ボランティア団体同士の交流の場とも
なっている。

3

【　評価理由　】
・交流のみを目的とせず、ボランティアに関心を
持つ人のきっかけづくりも目的としているが、ボ
ランティア同士の交流も意識して実施しているた
め。
【　課題事項　】
・より多くの個人や団体に参加してもらえるプロ
グラムづくりの検討が必要である。
【　今後の進め方　】
・ボランティアセンター武蔵野運営委員会で企画
検討を進める。

○　みなさんが持っている資産（ＰＴＡや青少協等とのつなが
り）を大事にしつつ、「柔軟に、かつ、プラス面を活かしてつな
いでいく」という発想転換が必要だと思います。【（３）③　再
掲】
○　既存の「つながり」「技術」等の有るものをしっかりと把握
し、それらをどのように活用し、発展させていくかという視点を
持って、「これはつながらないだろう」というものを、「化学変
化を起こして敢えてつないでみる」という発想の転換が必要だと
思います。【（３）③　再掲】

②　地域・関係
機関同士の連携
を強めましょう

地域社協
ボランティア団体
相談支援ネット
ワークの関係機関
市民社協
など

関係機関との情
報共有の場を検
討します

・市民社協の地域担当と在宅介護支援センターと
は年２回の情報交換だけでなく、テーマに応じて
随時情報共有を行っている。
・福祉公社と事業連携を実施している。
・子ども学習支援、子ども食堂については、ス
クールソーシャルワーカーとも情報を共有するよ
うになった。
・ボランティアセンター武蔵野では、福祉施設で
ボランティアを受け入れるボランティアコーディ
ネーターを対象とした研修・懇談会を開催し、情
報提供とつながりの場を提供している。 3

【　評価理由　】
・各分野ごとに情報共有できるようになってきて
いるが、障害分野の関係機関との連携は十分では
ないため。
・新しい取り組みではないが、ボランティア受け
入れ担当者との情報共有の場としても継続して実
施しているため。
【　課題事項　】
・参加施設（ボランティア受入施設）をさらに増
やしていく必要がある。
・コロナ禍ではオンライン開催を進めたいが、施
設によってオンラインへの対応状況が異なってい
る。
【　今後の進め方　】
・ボランティアセンター武蔵野運営委員会で企画
検討を行う。
・オンラインによる実施とオンライン化の支援が
必要な事業所へのサポートを進める。

○　小さな力を合わせていくためには「情報共有の交流の場」は
大切ですので、今後も推進して欲しいと思います。

（６）人や団体
同士をつなげる
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基本目標３　たすけあいのしくみづくり

取り組み ６年間の取り組み
想定される
実施主体 ステップ１ 目標の達成状況や事業の実施状況の振り返り

評価
(4･3･2･1)

評価理由、課題事項、今後の進め方等
推進委員会からの応援メッセージ（目標
達成状況や今後の事業実施に向けたアド
バイス等）

①　住民一人ひとり
が周囲の人の異変に
気づき、見守りの意
識をもちましょう

市民
地域社協
ボランティア団体
など

支援が必要な人（認
知症高齢者、子育て
世帯、障害者など）
に気づくポイントや
専門機関についての
情報を学びます

・在宅介護・地域包括支援センターの認知症サポー
ター養成講座などを各地域ごとに実施され、多くの市
民が受講した。

3

【　評価理由　】
・高齢者の異変については、在宅介護・地域包括支援
センターに相談する市民が増えているが、子どもの異
変の発見等の相談機関について学ぶ場は十分ではない
ため。

○　子育て講座、8050問題、自殺対策等の
幅広い学びの場の広がりを期待していま
す。

②　地域とのつなが
りがない人にゆるや
かな関係づくりを試
みしましょう

地域社協
など

地域内でのつながり
がなく、何らかの支
援が必要となった時
に助けを求めること
が難しいと思われる
人についての情報を
地域内で共有します

・市民社協や関係機関等から相談のあったケースを地
域団体内で共有している地域がある。
・保育園の送迎のボランティアについて、福祉の会役
員会で検討等を行った。

2

【　評価理由　】
・関係機関と市民社協の連携も十分ではなく、支援が
必要なケースを市民社協で把握するところの件数が現
状では少ないため。
【　今後の進め方　】
・市民社協は、地域の孤立防止に向けて、つなげるべ
きところをしっかりつなげ、ネットワークのベース作
りを推進していく。

○　いつでも相談できる関係、相談して良
いのだという認識が大事だと思いますの
で、サロンやカフェ等の活動も含め、顔が
見え気心が知れる関係づくりに一層取り組
んで欲しいと思います。
○　地域社協と在宅介護支援センターとの
「地域ケア会議」等のつながりを上手に活
用し、つながるべきネットワークとしっか
りつながり、引き続き地域の孤立防止に取
り組んで欲しいと思います。

①　市民社協の組織
体制を強化します

市民社協
など

市民社協の事業の精
査を行い、今後取り
組むべき事業・活
動、求められる拠点
機能について検討し
ます

・発展強化計画の策定に先立って、市民社協の全事業
の「事業評価シート」を作成し、職員で共有した。
・この事業評価シートを基に、「市民社協は何を行う
ところなのか」「どのような役割を果たすのか」を計
画的に取り組めるように発展強化計画を策定した。

3

【　評価理由　】
・発展強化計画の策定に先立って、市民社協内で３つ
のテーマ（「独自財源」「広報」「働き方改革」）を
掲げ、ワーキングチームを設置し検討を重ね、発展強
化計画を策定することができたため。
【　今後の進め方　】
・事務所建替えの検討に合わせて、拠点機能について
も検討していく。

②　地域活動・ボラ
ンティア活動の拠点
について検討します

市民社協
など

地域社協やボラン
ティア団体等の活動
拠点の必要性につい
て、現状の確認と検
討を行います

・ボランティアセンターでは、登録団体向けに現状の
活動状況と課題に関してのアンケート調査を実施し、
活動拠点を含めた団体の課題解決に向けた支援策を検
討している。 3

【　評価理由　】
・拠点に特化した取り組みではないが、ボランティア
団体への活動支援について検討が始まっている。

③　安定した活動支
援ができるよう、財
源づくりをすすめま
す

市民社協
など

市民社協会員増強計
画（仮称）について
検討し、会員増強に
向けた取り組みをま
とめます

・発展強化計画の策定後に、３つのテーマ（「会員拡
大」「自主財源」「プロモーション」）を掲げワーキ
ングチームを設置し検討した。
・「会員制度改革　職員による検討報告書（平成29年
３月）」に基づき、「会員拡大」の方策の一つとし
て、会費納入方法の拡大を図るため「ゆうちょ銀行で
の取り扱い」もできるように検討した。
・市庁舎ロビーを使って、会員募集の呼びかけ及び事
業報告のパネル展示の他、市民社協ＰＲチラシの全戸
配布等を行い、市民社協の認知度向上を図った。
・令和２年度に会員特典（ゴルフ練習場、教習所、飲
食店の利用時の会員優待サービス）を実施した。
・新たな地元法人への募金や募金箱の設置、会員加入
の呼びかけを行った。

3

【　評価理由　】
・会員増強に向け、様々な取り組みを行うことができ
たため。
【　今後の進め方　】
・ワーキングチームでの検討結果を再確認し、取り組
み不足な部分は引続き検討していく。

（７）地域での
孤立を防ぐ

（８）地域の福
祉活動・ボラン
ティア活動を支
える

9
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 ６  第４次武蔵野市民地域福祉活動計画推進委員会委員名簿      

 

（任期：令和３年２月 25 日～令和７年３月 31 日まで）  

◎＝委員長、○副委員長（ 50 音順・敬称略）  

   氏  名  所属団体等  役  職  

1  宇田川  みち子  武蔵野市赤十字奉仕団  副委員長  

2  大屋  朋代  吉西福祉の会  

（ 吉 祥 寺 西 地 域 福 祉 活 動 推 進 協

議会）  

会計監査  

3 ◎  熊田  博喜  武蔵野大学  

人間科学部社会福祉学科  

教授  

4  小久保  渉  武蔵野市  

健康福祉部地域支援課  

課長  

5  田中  邦忠  ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 武 蔵 野 運

営委員会  

運営委員  

6 ○  千種  豊  武蔵野市民社会福祉協議会  会長  

7  深田  榮一  吉祥寺西コミュニティ協議会  
 

委員長  
 

8  矢島  和美  武蔵野市民生児童委員協議会  代表会長  
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